


YOKEミッション・ステートメント

私たちは、国際都市横浜の歴史的・文化的特性を継承しつつ、
異なる文化や価値観を共に認め、尊重し合える豊かな社会づ
くりを目指します。

YOKEミッション・ステートメントの実現に向けて、YOKE中期計画の中で「基本方針」を定め、
また、その方針に沿った事業の枠組みを明確にしました。

YOKEの基本方針

■日本人と外国人がともに力を発揮できる
多文化共生のまちづくり多文化共生のまちづくり

■グローバル人材の育成促進

■横浜市との連携強化

YOKEの公益目的事業

横浜の国際都市としての発展に寄与することを目的として、
多文化共生のまちづくりや国際協力・交流活動を推進す
る事業

Ⅰ多文化共生のまちづくり事業
Ⅱ国際協力・交流に関する施設を管理運営する事業
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　　2025年度　　公益財団法人横浜市国際交流協会事業体系

※　下記資料は、資金収支計算書の数値によります。 （単位：円）

資金会計別支出決算額

一般会計 協力ｾﾝﾀｰ 会館会計

259,608,539 0 0 259,608,539 282,420,144 △ 22,811,605

244,235,279 0 0 244,235,279 261,438,712 △ 17,203,433

横浜市多文化共生総合相談センターの
運営事業

34,907,738 34,907,738 45,155,161 △ 10,247,423

地域日本語教育の総合的な体制づくり
推進事業

29,953,941 29,953,941 31,497,913 △ 1,543,972

日本語学習コーディネート事業 10,660,202 10,660,202 13,428,697 △ 2,768,495

ラウンジ連携事業 5,173,425 5,173,425 7,056,260 △ 1,882,835

多言語情報発信事業 3,249,004 3,249,004 3,278,905 △ 29,901

多言語サポーター派遣・紹介事業 40,733,670 40,733,670 28,821,865 11,911,805

外国につながる子ども・若者支援事業 4,785,637 4,785,637 5,416,116 △ 630,479

国際交流情報提供事業 2,239,268 2,239,268 4,229,368 △ 1,990,100

外国人災害時対応事業 4,797,129 4,797,129 6,646,480 △ 1,849,351

なか国際交流ラウンジ運営事業 21,293,291 21,293,291 26,697,317 △ 5,404,026

みなみ市民活動・多文化共生ﾗｳﾝｼﾞ運営事業 34,603,662 34,603,662 36,408,474 △ 1,804,812

鶴見国際交流ラウンジ運営事業 35,183,569 35,183,569 37,715,135 △ 2,531,566

共通経費支出 16,654,743 16,654,743 15,087,021 1,567,722

15,373,260 0 0 15,373,260 20,981,432 △ 5,608,172

地球市民事業 14,466,340 14,466,340 20,084,634 △ 5,618,294

共通経費支出 906,920 906,920 896,798 10,122

0 6,152,984 105,221,695 111,374,679 310,244,927 △ 198,870,248

国際協力センター運営事業 6,152,984 6,152,984 200,311,488 △ 194,158,504

横浜市国際学生会館運営事業 （注） 105,221,695 105,221,695 109,933,439 △ 4,711,744

事務局運営 68,999,233 0 0 68,999,233 67,899,432 1,099,801

事務局運営・管理人件費 68,999,233 68,999,233 67,899,432 1,099,801

特定資産取得支出 18,983,000 18,983,000 3,575,400 15,407,600

固定資産取得支出 156,530 156,530 198,000 △ 41,470

敷金・保証金支出 0 177,500 △ 177,500

 他会計への繰入金支出 277,600 ＊(277,600) ＊(237,200) ＊(40,400)

総　　計 347,747,302 6,152,984 105,499,295 459,121,981 664,515,403 △ 205,393,422

注1:指定管理者業務

国際協力・交流に関する施設を管
理運営する事業

当年度計 前年度 増△減

②グローバル人材育成を支援する事業

①在住外国人の自立支援事業

多文化共生のまちづくりを支援する
事業

YOKEミッション・ステートメント（活動方針）
私たちは、国際都市横浜の歴史的・文化的特性を継承しつつ、異なる文化や価値観を共に認め、

尊重し合える豊かな社会づくりを目指します。
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財 団 運 営 事 項 

1 理事会について 

第 

１ 

回 

開催日 2025年 4月 1日 

決議の方法 決議の省略 

決議事項 （１） 代表理事（理事長）選定の件 

第 

２ 

回 

開催日 2025年 6月 9日 

場所 横浜国際協力センター 会議室およびオンライン 

決議事項 

第 1号議案 2024年度公益財団法人横浜市国際交流協会の事業報告について 

第 2号議案 2024年度公益財団法人横浜市国際交流協会の決算報告について 

第 3号議案 2025年度公益財団法人横浜市国際交流協会収支予算の補正について 

第 4号議案 2025年度第 1回評議員会に係る日時及び目的について 

職務執行状

況の報告事

項 

１ 理事長の業務執行状況の報告 

２ 常務理事の業務執行状況の報告 

第 

３ 

回 

開催日 2025年 9月 24日 

決議の方法 決議の省略 

決議事項 

（１） 2025年度公益財団法人横浜市国際交流協会収支予算の補正について 

（２） 子ども・若者基金の設置について 

（３） 規程の改正について 

（４） 公益財団法人横浜市国際交流協会 2025 年度第 2 回評議員会の決議方法お 

よび目的について 

第

４

回 

開催日 2026年 3月 26日 

場所 横浜国際協力センター 会議室およびオンライン 

決議事項 

第１号議案 2026年度公益財団法人横浜市国際交流協会の事業計画について 

第２号議案 2026年度公益財団法人横浜市国際交流協会の収支予算について 

第３号議案 規程の改正について 

第４号議案 常勤理事の役員報酬について 

第５号議案 役員賠償責任保険の契約について 

第６号議案 公益財団法人横浜市国際交流協会 2025年度第 3回評議員会の決議方

法及び目的について 

職務執行状

況の報告事

項 

１ 理事長の職務執行状況の報告 

２ 常務理事の職務執行状況の報告 
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2 評議員会について 

第

１

回 

開催日 2025年 6月 27日 

場所 横浜国際協力センター 会議室およびオンライン 

決議事項 
第 1号議案 2024年度公益財団法人横浜市国際交流協会の事業報告について 

第 2号議案 2024年度公益財団法人横浜市国際交流協会の決算報告について 

職務執行状況

の報告事項 

第１回理事会に同じ 

第 

２ 

回 

開催日 2025年 9月 26日 

決議の方法 決議の省略 

決議事項 （１）評議員選任の件 

第 

３ 

回 

開催日 2026年 3月 26日 

決議の方法 決議の省略 

決議事項 （１）評議員選任の件 

 

3 監査の実施について 

実施日 2025年 6月 6日 

場所 猪鼻会計事務所、株式会社テレビ神奈川事務室 

監事 猪鼻久義、伊藤薫 

内容 2024年度事業報告および決算報告 

 

4 登記 

2025年 5月 13日 理事（新任者 2 名、辞任者 2 名）及び評議員（新任者 1 名、辞任者 1 名）

の登記 

2025年 11月 4日 評議員（新任者 1名、辞任者 1名）の登記 

 

5 公益財団運営に係る神奈川県への届出等について 

（1）  定期提出書類作成・提出 

ア 2024年度事業報告等の提出：2025年 6月 27日 

イ 2026年度事業計画書等の提出：2026年 3月 30日 

（2） 変更届出書の提出 

ア 変更届 

日時：2025年 6月 19日 

内容：理事及び評議員の変更 

イ 変更届 

日時：2025年 11月 26日 

内容：評議員の変更 
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Ⅰ 多文化共生のまちづくりを支援する事業 

１ 在住外国人の自立支援事業 

（1） 横浜市多文化共生総合相談センターの運営事業（横浜市受託事業 決算額：34,907,738円 サ

ポーター寄付金 189,500円を含む） 

出入国管理法改正に伴う「外国人材の受入れ・共生のための総合的対応策」に基づく「外国人受入環

境整備交付金（法務省）」を活用し、外国人への総合的な情報提供や相談対応を行う拠点施設「横浜市

多文化共生総合相談センター」の運営を行いました。 

ア 相談対応・情報提供 

多言語による相談対応・情報提供・通訳派遣調整等 

対応曜日・時間：月曜日～金曜日 9:00～17:00 

土曜日、日曜日、祝日及び年末年始（12月29日から１月３日まで）は除く。 

対応言語：12言語（英語・中国語・日本語・ベトナム語他） 

対応方法：電話、来館、メール、LINEによる相談 

相談件数：4,320件 

主な相談内容（一般）：通訳・翻訳・住宅・社会保険・年金・手続一般・出産・子育て等 

相談内容（専門相談）：教育相談26件・行政書士相談28件・法律相談10件 

イ 相談スタッフ等の人材育成 

（ア）研修会の開催・参加 

名称 日時 主催者 

第１回横浜市多文化共生総合相談センター相談員対象個人情報研修会 ４月 21日 YOKE 

第１回外国籍県民相談等に関する研修会 ５月 29日 
あーすプ

ラザ 

多文化共生職員スタッフ研修会（全６回） 

「相談対応の基礎知識」 

「外国人の年金相談」 

「異なる文化を持つ人々の相談内容を正確に把握するために必要な『異

文化理解の知識』」 

「カウンセリングの視点から多文化相談を考える」 

「より良い支援のための記録作成と活用法」 

「難民認定申請等に関する基礎知識と最近の動向について」 

６月９日、 

６月 16日、 

７月 14日、 

10月 20日、 

12月８日、 

12月 15日 

YOKE 

第１回外国人相談窓口研修会（全３回） 

「入管法の基礎知識」 

「難民及び補完的保護対象者並びにこれら申請者等に対するアジア福祉

教育財団難民事業本部の支援」 

「日本国際社会事業団の外国人支援活動と相談対応における留意点」 

６月 12日、

６月 16日、

６月 30日 

東京出入

国在留管

理局 

令和７年度地域国際化協会職員国内研修 

「地域国際化協会におけるボランティアコーディネーション」 
11月 12日 

自治体国

際化協会 

第５回外国籍県民相談等に関する研修会 

「交通事故相談を受ける際の心構え～弁護士と考える外国人相談支援」 
１月 19日 

あーすプ

ラザ 

９都県市外国人相談企画研修会 １月 23日 神奈川県 
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第２回外国人相談窓口研修会（全３回） 

「外国人の福祉支援における現状と課題（高齢者福祉等）準拠法の基礎

知識」 

「外国人の妊娠、出産、育児における現状と課題」 

「外国人及び相談員のメンタルヘルス」 

１月 26日、 

１月 27日、

１月 29日 

東京出入

国在留管

理局 

第２回横浜市多文化共生総合相談センター相談員対象個人情報研修会 ２月 16日 YOKE  

（イ） 連絡会等への参加 

名称 日時 主催者 

横浜市多文化共生総合相談センター相談員

連絡会議（全７回） 

４月 21日、６月 16日、７月 14日、

８月 19日、10月 20日、12月 15日、

２月 16日 

YOKE 

ウ ウクライナ避難民等支援 

ウクライナ交流カフェ「ドゥルーズィ」を拠点として、相談・情報提供等を行い、避難民の現況に沿

った個別の支援を行うとともに、居場所としての母国語での交流の場を提供することで、避難民の自

立と地域参加の推進、及び避難民が長期的に安全・安心な市民生活を送れるよう支援しました。 

所在地：横浜市西区みなとみらい 1-1-1 パシフィコ横浜 横浜国際協力センター5階 

※横浜市多文化共生総合相談センターと同フロア 

対応曜日・時間：火～金曜日 10:00～17:00 

日曜日、祝日及び年末年始（12月29日から１月３日まで）は除く。 

対応言語：ウクライナ語、やさしい日本語、日本語 

対応方法：電話、来館、メール 

相談件数：1,083件 

主な相談内容：住居・就労・医療・福祉・スマートフォン・日本語学習等 

利用者数：1,005人 

実施イベント等の内容：交流カフェ・映画上映会・きもの体験・日本語レッスン・交流会等 

イベント等実施数：45回 

 

（2） 地域日本語教育の総合的な体制づくり推進事業（横浜市受託事業 決算額：29,953,941円） 

2024年度に策定した「横浜市地域日本語教育推進アクションプラン」（2025年度から概ね５年間）に

基づき、協会内に設置した地域日本語教育の中核的な拠点「よこはま日本語学習支援センター」を中心

として、日本語学習コーディネート事業と連動しながら取り組みました。 

※横浜市委託事業 文部科学省「令和７年度地域日本語教育の総合的な体制づくり推進事業」活用 

ア 横浜市地域日本語教育総合調整会議の設置・運営 

推進体制及び事業の方向性、事業内容や今後の方向性を検討・協議する有識者会議を行いました。 

実施回数：２回 

実施方法：対面およびオンライン 

参加者数：延べ41人 

イ 事務局スタッフ・コーディネーター等の配置及び取組 

総括コーディネーター１名を配置し、事業推進にあたって必要な関係機関等との調整・連携を行いな

がら事業を推進しました。また、地域日本語教育コーディネーター３名を配置し、担当エリアを中心
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に、本事業における各取組の企画・運営・コーディネートを行いました。 

ウ 域内における日本語教育の実施に関する連携のための取組 

「よこはま日本語学習支援センター」を設置し、地域日本語教育の総合的な体制づくりの推進や外国

人住民の日本語習得支援の拠点として運営しました。 

対応曜日・時間：月曜日～金曜日 8：45～17：30（閉館日：休日・年末年始） 

場所：当協会事務所内 

主な運営内容： 

（ア） にほんご相談室 

地域日本語教室に関する情報を収集・整理し、一元的多言語相談窓口「横浜市多文化共生総

合相談センター」とも連携しながら、日常の相談対応や情報共有を行いました。 

相談件数：180件（2026年３月 31日現在） 

主な相談内容：日本語学習希望者への日本語教室情報の提供、日本語支援希望者への日本語

教室・講座情報等の情報提供 

（イ） 地域日本語教室等との連携協力・伴走支援 

国際交流ラウンジ日本語教室連絡会への参加や講座等の企画運営サポート、国際交流ラウン   

ジや地域日本語教室等が抱える課題の解決に向けた伴走支援を行いました。 

実施件数：国際交流ラウンジ日本語連絡会等への参加 16件 

     講座等の企画運営サポート ６件 

（ウ） 国際交流ラウンジ日本語分科会・合同研修会 

各ラウンジの活動状況の共有や、横浜市域における日本語学習支援の今後の方向性を確認し

ました。 

（エ） 国際交流ラウンジ未設置区における地域日本語教育の支援事業 

区役所と連携して、日本語学習支援希望者・支援者向けの講座を実施しました。また、教室

間の連絡会の開催等を通して、地域日本語教室の支援や関連団体とのネットワークを構築し

ました。 

内容 実施件数 参加者数（計） 

情報交換会等への参加 ３回  

日本語ボランティア入門講座（一講座あたり全３

～４回） 

２件 39人（延べ 132人） 

ブラッシュアップ講座 ２件 29人 

（オ） 大学のゼミやボランティアセンターとの連携 

大学のゼミやボランティアセンター等へヒアリングを実施し、子ども向け日本語教室への大

学生の参加促進・調整を行いました。 

実施件数：日本語教員養成学科ゼミ等へのヒアリング ２件 

（カ） 区役所や市民利用施設等との連携 

地域子育て支援拠点等を運営する団体や国際交流ラウンジを対象に情報交換会を実施し、外

国につながる親子（就学前の子どもとその親）の支援や日本語コミュニケーション等の取り

組み事例、及び課題等を共有しました。 

参加団体数：地域子育て支援拠点５団体・国際交流ラウンジ８団体・NPO法人１団体 

参加者数：18人 
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（キ） 企業との連携 

外国人を雇用する又は検討する企業等に向け、日本語教育機関や業界団体と連携したセミナ

ー形式の情報交換会を行いました。 

参加団体：製造・建設・サービスをはじめとした市内企業及び団体 10社２団体 

参加者数：18人 

エ 日本語教育人材に関する研修 

（ア） 日本語教室運営者等向けの研修 

多文化共生の視点から日本語ボランティア活動について考え、現在の活動を振り返る研修会

を実施しました。 

実施件数：１件 

参加者数：28人 

実施方法：対面 

（イ） 日本語学習支援者向けブラッシュアップ研修 

グループ学習の良さを活かし、学習者が互いに知り合う日本語学習支援の方法について学

び、意見交換を行う研修を実施しました。 

実施件数：１件（全２回） 

参加者数：25人（延べ 50人） 

実施方法：対面 

オ 地域日本語教育の実施 

（ア） 初期（入門）日本語教室 

来日したばかりの外国人が、文字（ひらがな）、自己紹介、あいさつや生活に必要な会話等

の初期（入門）レベルの日本語を学ぶ教室を、みなみ市民活動・多文化共生ラウンジと協

働して実施しました。教室には、南区で活動する日本語学習支援者も教室サポーターとし

て参加しました。 

実施回数：10回 

実施方法：対面 

参加者数：学習者 14人（延べ 82 人） 

講師：日本語教師２人（延べ 20 人）、サポーター12人（延べ 41人）（地域日本語教室の日

本語学習支援者 12人） 

（イ） 子ども向け日本語教室 

来日間もなく日本語を学び始めた小学生を対象として、挨拶、学校や生活のことば等を学

び、日本語を使った文化体験を行う子ども向け日本語教室を、なか国際交流ラウンジと協

働で実施しました。また、大学生や中区で活動する日本語学習支援者等も教室サポーター

として参加しました。 

実施回数：６回（２期３回） 

実施方法：対面 

参加者数：学習者 21人（延べ 67 人） 

講師数：日本語講師４人（延べ 12人）、教室サポーター18人（大学生 13人、地域日本語教

室等の日本語学習支援者５人）（延べ 37人） 
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カ 地域日本語教育の効果を高めるための取組 

（ア） 日本語学習支援者関心層への説明会 

国際交流ラウンジ未設置区での日本語学習支援希望者・支援者向け講座の振り返りとフォ

ローアップを実践報告会として実施しました。 

実施件数：２件 

実施方法：対面 

参加者数：計 15人 

キ 日本語教育に関する広報活動 

（ア） ウェブサイトの運営・情報発信 

    閲覧数：35,882ページ 

主な掲載内容：学習者や在住外国人を支援する日本語学習に関する情報提供 

       支援者や関係機関向けの日本語学習支援に関する情報提供 

（イ） 日本語・学習支援教室データベース（横浜）の運営 

データベース登録団体数：142団体（2026年３月 31日時点） 

 

（3） 日本語学習コーディネート事業（決算額：10,660,202円） 

日本語学習支援を通じて、外国人の生活基盤の充実と多文化共生のまちづくりを促進しました。なお、

本事業は地域日本語教育の総合的な体制づくり推進事業（横浜市受託事業）と連動して実施しました。 

ア 日本語教室開催 

（ア） YOKE日本語教室 

場所：当協会 

開催時期：全３期（５月・９月・１月開講）、週２日（各期全18回） 

参加者数：60人（延べ795人） 

（イ） よこはまでつながるオンラインにほんごクラス 

場所：オンライン 

開催時期：全２期（９月・１月開講）、週１日または週２日（各期全６回） 

参加者数：18人（延べ82人） 

イ その他日本語学習支援に係る事業 

実施件数：講師派遣６件 

実施内容：やさしい日本語や当協会の日本語学習支援に関わる取組の事例紹介等 

 

（4） ラウンジ連携事業（一部横浜市受託事業 決算額：5,173,425円） 

国際交流ラウンジ協議会事務局を担い、「横浜市国際交流ラウンジの設置及び運営に関する指針」に

基づき、市内13の国際交流ラウンジのネットワーク強化及び各ラウンジの人材育成等の支援を行いまし

た。 

ア 横浜市国際交流ラウンジ協議会連絡会の開催 

実施回数：２回 

実施日：８月27日、３月17日 

実施方法：対面 

テーマ：「多文化共生に向けて、国際交流ラウンジが大切にしていること」、「国際交流ラウンジ
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の防災普及啓発事業の取組共有」 

参加者数：延べ103人 

イ  分科会等の開催（４分科会） 

分科会名：窓口分科会、通訳ボランティア分科会、日本語分科会、学習支援分科会 

実施回数：計６回（窓口分科会２回、通訳ボランティア分科会２回、日本語分科会１回、学習支援

分科会１回） 

実施日：５月23日～12月８日の間 

実施方法：対面（５回）、オンライン（１回） 

主な議題内容：分科会の対象事業に関する情報交換、情報共有 

参加者数：延べ144人 

その他：多文化共生職員スタッフ研修を実施 

実施回数：６回 

実施方法：対面およびオンライン 

参加者：延べ222人 

ウ  国際交流ラウンジの運営にかかる情報交換会の開催 

実施回数：１回 

実施日：７月９日 

実施方法：オンライン 

主な議題内容：国際交流ラウンジの運営等に関する情報交換 

参加者数：延べ26人 

エ  国際交流ラウンジ向け事業説明・交流会の開催 

名称：YOKE多文化共生関連事業説明・懇談会（国際交流ラウンジ向け） 

実施回数：１回 

実施日：６月４日 

実施方法：対面およびオンライン  

参加者数：28人  

内容：事業紹介、各事業における国際交流ラウンジとの連携やラウンジでの活用について 

オ 国際交流ラウンジ一覧の作成 

  言語：日本語・英語・中国語 

  印刷部数：計6,000部 

その他：（一財）自治会国際化協会横浜市支部委託事業 

 

（5） 多言語情報発信事業（一部横浜市受託事業 決算額：3,249,004円） 

在住外国人が安心して生活できることを目的に、横浜市が発信する行政、生活情報等を入手することが

できるウェブサイト等の構築に必要なコンテンツを作成しました。実施にあたっては、外国人コミュニテ

ィ及び在住外国人支援団体へのニーズヒアリングを経て、ウェブサイトのレイアウトやコンテンツを作

成しました。また、在住外国人とのコミュニケーション方法の１つである「やさしい日本語」の活用を目

的とした講座等へ出講しました。 

ア 在住外国人を対象としたウェブサイト コンテンツ作成 

  ヒアリング件数：10件 
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イ 「やさしい日本語」の活用推進 

（ア） 行政が行う「やさしい日本語」推進への協力 

  研修出講：６件 

（イ） 多文化共生の実現を目的とした「やさしい日本語」の啓発 

  地域イベント出展：２件 

 

（6） 多言語サポーター派遣・紹介事業（横浜市受託事業）（決算額：40,733,670円） 

主に横浜市内の区役所の窓口、市立小中学校、保育所、福祉施設等に通訳ボランティアを派遣、または 

語学ボランティアの紹介を行い、日本語の困難な外国人住民が日常生活を送るために必要な手続きや相

談な どを円滑に行えるようにするとともに、公共機関等の窓口業務の円滑化を図りました。加えて、通

訳ボランティアの育成や、各種ボランティアへの情報提供を行いました。  

ア 市民通訳ボランティア等通訳支援事業（委託事業）  

（ア） 一般通訳ボランティアの派遣 500件 

派遣先：区役所・区福祉保健センター、保育所（一部を除く）、福祉施設、市立高校等  

（イ） 専門通訳ボランティアの派遣 738件 

派遣先：児童相談所、地域療育センター、区福祉保健センター生活支援担当、特別支援教育 

総合センター、障害者更生相談所、消費生活総合センター、総合リハビリテーションセンタ

ー、総合保健医療センター等 

（ウ） タブレット端末オンライン支援事業 18区役所での窓口対応 1,003件 

４区のこども家庭支援課家庭訪問対応での通訳対応 183 件 

イ 学校通訳ボランティア派遣事業（委託事業） 

学校通訳ボランティアの派遣 1,235件 

派遣先：市内の市立小中学校等  

ウ 南区市民通訳ボランティア配置事業、多言語通訳者による子育て支援事業（委託事業）  

（ア） 南区役所広報相談係への定期派遣 100件 

（イ） 南区役所こども家庭支援課への定期派遣 88件 

エ 通訳ボランティアの育成や情報提供 

（ア） 通訳ボランティアへの研修 計８回開催  

（イ） 国際交流ラウンジとの連絡会 計２回開催 

（ウ） 内部スタッフ連絡会 計２回開催 

（エ） 外国人ボランティアへの情報提供 計８回 

 

（7） 外国につながる子ども・若者支援事業（決算額：4,785,637円 サポーター寄付金346,554円を

含む） 

外国人の定住化が進み、外国につながる子どもや若者が増加するなか、その支援強化につながるよう、

協会の関連事業や関係機関等と連携し、外国につながる子ども・若者の支援者等へのサポート等を行いま

した。 

ア 学習支援教室等との連絡会・意見交換会の開催 

実施回数：２回 

（ア） 横浜市国際交流ラウンジ協議会 学習支援分科会 
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国際交流ラウンジにおける子どもの学習支援事業に関する担当者間の情報交換・情報共有を

行いました。 

（イ） 外国につながる子どもの学習支援教室情報交換会（横浜） 

市内学習支援教室同士の活動状況や運営上の課題の共有や連携のあり方の検討等に関する情

報交換を行いました。また、運営上の課題解決のヒントとして、学習支援教室や当協会から

の事例共有も行いました。 

参加団体数：市内学習支援教室の運営団体 14団体 

参加者数：16人 

イ 学習支援教室等への研修会の実施 

地域だからできる子どものことばの成長・発達によりそう支援や横浜で学校と地域が共に支える学 

習支援をテーマにグループワークでの意見交換も踏まえた研修を実施しました。 

実施回数：２回 

日時： 

第１回 ２月 12 日 9:30～12:00 

第２回 ２月 19 日 9:30～12:00 

場所： 

第１回 オンライン 

第２回 対面 

対象：横浜市及びその近郊で、外国につながる子どもに学習支援をしている方  

参加者数： 

第１回 21人（受講者 20人、オブザーバー（第２回講師）１人） 

第２回 14人（受講者 14人） 

ウ 外国につながる若者・若者支援団体との連携 

来年度以降の外国につながる若者への支援に向けて、近隣の自治体主催の外国につながる若者への

キャリア支援フォーラムの開催協力や市内外の高校生以降の学習支援等に関わる団体へのヒアリン

グ及び来年度以降の事業説明を実施しました。 

実施件数：川崎市主催「外国につながる中高生と先輩の交流会」開催協力 １件  

外国につながる高校生の学習支援等に係る団体ヒアリング及び事業説明 ５件  

エ 情報発信 

「みんなどうしてる？～外国につながる子どもの学習支援教室 活動ヒント集」の公開を行いました。 

 

（8） 国際交流情報提供事業（決算額：2,239,268円） 

市民に対し、多文化共生及び在住外国人支援に関する様々な情報を提供し、協会事業の広報を行いまし

た。また、多文化共生や在住外国人支援に関する情報及び団体の情報をウェブサイト等で公開し、団体の

広報支援を行いました。 

ア 「ヨークピア」の発行 

月刊：A4判６ページ 発行部数 1,000部 

内容：YOKE事業に関する報告 

配布：市内公共施設 約 400箇所に配布 

回数：２回（７月、１月） 
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（エ） 災害時用ウェブサイトの開設・運営（通年） 

（オ） 職員向け外国人災害時情報センター設置運営訓練の実施（１月 15日） 

イ 他団体との連携 

（ア） 自治体国際化協会関東ブロック災害時対応訓練への参加（11月 28日） 

（イ） 神奈川県内災害多言語支援センター連絡会実施（幹事年）（２月３日） 

ウ 災害に関する意識啓発等 

（ア） 災害事業紹介チラシの配布 

（イ） 外国人向け多言語防災情報広報チラシ等の配布 

（ウ） 横浜市総合防災訓練へのブース出展、災害時通訳ボランティアの派遣（９月 29日） 

エ 令和７年度多文化共生の視点を取り入れた防災出前講座及びセミナー企画実施業務委託 

 （ア） 多文化共生の視点を取り入れた防災出前講座 ３回 

 （イ） 地域防災拠点運営委員会主催の会議及び研修等への出前講座の開催 ４回 

 （ウ） 地域防災拠点と連携した多文化防災セミナー １回 

 （エ） （ア）（イ）（ウ）実施に必要な配布物等の作成 

 

（10） なか国際交流ラウンジ運営事業（横浜市受託事業 決算額：21,293,291円 サポーター寄付金

189,500円を含む） 

外国人集住地域である横浜市中区において「なか国際交流ラウンジ」の運営を受託し、外国人へ生活情

報の提供を行うとともに、多文化共生社会の実現に向けた各事業を行いました。 

ア 窓口情報提供業務 

（ア） 窓口情報提供 

対応曜日・時間 月曜日～土曜日 9:15～17:00（閉館日：日曜日・祝日・年末年始） 

対応言語 英語・中国語・日本語 

情報提供・相談件数 1,785件（くらし一般 483件・日本語学習 454件・教育 167件）    

（イ） くらしの情報案内（生活ガイダンス） 

オリジナル動画「くらしの情報案内」を用い、新たに転入する外国人や区内在住外国人住民

に対して、生活ガイダンスを行いました。 

動画の言語：６言語（日本語・英語・中国語・タイ語・ベトナム語・ネパール語） 

案内件数（世帯数）：184件 

イ 人材育成事業  

名称 日時 内容 参加者数（延べ） 

中区外国人中学生学

習支援教室（全 40回） 

木曜日 

16:30～18:00 
区内中学生向け学習支援教室の実施 

中学生 851人、 

サポーター747人 

Rainbow スペース（全

39回） 

月曜日 

17:00～19:00 

若者の居場所づくり関連事業 

外国につながる若者の居場所づくりと

「Rainbow スペース」の運営 

667人 

労働条件啓発講座 ６月２日 神奈川労働局による労働講座 16人 

就活のためのビュー

ティ講座 
７月 28日 資生堂による就活メイク講座 18人 

キャリアセミナー ３月 23日 学生生活について先輩の話を聞く講座 11人 
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横浜港見学会 ３月 27日 海や港の仕事に関する学習 59人 

多文化共生ボランテ

ィア入門講座（全４

回） 

２月 19日・26

日、３月５日・

19日 

日本語学習支援等に関心のある人に向

け、中区の多文化共生、日本語学習支

援、子どもの学習支援他をテーマに講

義 

58人 

日本語ボランティア

ブラッシュアップ講

座（４回） 

10月 23日・30

日他 

日本語教室で活動するボランティア向

けの勉強会 
67人 

地域の日本語ボラン

ティア教室との連絡

会（２回） 

10月９日、 

３月 19日 
中区で活動する９教室の情報交換 27人 

ウ 日本語学習支援事業 

日本語教室名 開講時期 
実施方

法 

学習者

（延べ） 

定期教室 

（入門・初級） 

春期（５月８日～９月 30日）、秋期（11月 18日～３月 12日） 

週２日（火・木）、各期 30回、10:30～12:00 
対面 941人 

はじめての日

本語教室 

全６期（５月、６月、８月、11月、１月、２月開講） 

週２日（火・木）、各期 10回、10:30～12:00 
対面 248人 

エ 中区多言語広報紙の監修 

区役所（区政推進課）発行の中文広報紙「春夏秋冬」の企画補助及びネイティブチェック、及び英文

広報紙「Naka Ward Town News」の企画補助等を行いました。（年４回） 

オ 多文化共生ボランティア派遣（活用）事業 

  地域における多文化共生の推進を目的に、地域のイベント等に参加する多文化共生ボランティアの

登録、派遣を行いました。 

登録数 233人（2026年３月現在） 

派遣数 19件のべ 96人 

主な実績 

おとなりサンデー（山下町町内会） 

夏休みラジオ体操（埋地地区連合町内会） 

埋地ミニ夏祭り（不老町地域ケアプラザ） 

山下町夏まつり（山下町町内会） 

赤ちゃん学級（新山下地域ケアプラザ） 

救急教室（保育園） 

ぽんちゃんまつり（本牧和田地域ケアプラザ） 

カ 中区案内等翻訳事業 

中区の各課が発信する簡易なチラシ、案内表示等を迅速かつ円滑に外国人住民へ情報発信できるよ

う翻訳支援を行いました。 

実績：23件（福祉保健課、地域振興課、総務課、保険年金課、生活衛生課、区政推進課等） 

キ 地域連携（強化）事業 

  地域連携コーディネーターを配置し、埋地地区および第二地区を中心に、外国人と地域社会の相互理

解に向けた各種活動を、自治会や関係機関と連携して行いました。外国につながる若者を中心に、地

16



 

 

域イベント等への通訳遣コーディネートを行いました。 

（ア） 外国人と地域社会の相互理解に向けた顔の見える関係づくりの促進／交流の場の提供 

ニーズ把握のための

地域ヒアリング 

12件 埋地地区、第二地区、第一中部地区等、中区地域活

動・交流コーディネーター連絡会への出席 

横浜中華街クリーン

アップ活動参加 

５回延べ 18 人  

各コンテンツの作

成、地域との共有 

コンテンツ３本 多文化運動会 

にじいろ探検隊の活動の振り返り 

学習支援教室 

外国につながる若者

の地域イベント等へ

の通訳派遣コーディ

ネート 

13件（オの内数） 主な実績：tvkかながわ MIRAIストリート（５月 24

日）、お三の宮御神輿巡行（９月 13日）、わくわく

ランド（10月５日）、山吹公園フェス（10 月 19日）、

埋地地区餅つき大会（１月 25日）、モアレふれあい

祭り（３月 14日） 

（イ） 各種情報の収集・情報発信、地域活動への外国人参加者募集や参加時の支援 

イベントメール発信 メール回数 25回、案内したイベント数 37件（延べ） 

ラウンジスタッフがアテンドした主なイベント：横浜公園チュー

リップ花植（11月９日）、本牧原地域ケアプラザはらっぱまつり

（１月 26日）等 

メーリングリスト登録者 490人（3月現在） 

ク 地域における多文化共生の推進 

（ア） 中区多文化フェスタ 

名称 日時 内容 
参加者数 

（延べ） 

第 13回中区多文化フェ

スタ 

12月 13日 

11：00～16：00 

多文化交流コーナー、食販、展示、いけ

花体験、外国人消防団員の活動紹介等 
約 560人 

 （イ） 多文化理解講座等 

実施件数 13件 

連携機関 
中区役所、地区センター、地域子育て支援拠点、寿町健康福祉交流協会、

教育委員会事務局、小学校、大学等 

主な内容 
中区の多文化共生について、国際交流ラウンジの取組について、人権啓発研修、

地域連携の取組について 

 （ウ） 多文化運動会 

名称 日時 内容 参加者数 

第６回にじいろ

大合戦 

10月 25日 

10：00～16：30 

外国につながる若者が企画・運営 

防災リレー、健康づくり、チーム対抗競技等 
167人 

 

（11） みなみ市民活動・多文化共生ラウンジ運営事業（横浜市受託事業 決算額：34,603,662円） 

南区より「みなみ市民活動・多文化共生ラウンジ（みなみラウンジ）」の運営を受託し、多文化共生関

連事業では、外国人への生活情報の提供、専門相談、日本語ボランティアの育成、学校内での多文化理解
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を図るため学校を核にした多文化共生推進事業等を行いました。 

 市民活動支援・生涯学習支援事業では、相談・情報提供のほか、支援活動支援講座や地域課題講座、関

係施設の連携強化を図る研修会等を開催しました。 

多文化共生コミュニティづくり事業では、相互理解を促すための生活ガイダンスをはじめ、日本人住民

と外国人住民の国際交流イベントを企画し、外国人の活躍促進を図りました。 

ア 多文化共生関連事業 

（ア） 多言語での情報提供・生活相談の実施 

 

 

（イ） 多言語による専門家による専門相談会（通訳付）の実施 

開催：第２木曜日（法律）、第３木曜日（在留資格等）、第４木曜日（教育）の 13:30～15:30 

実績：法律相談９件、在留資格等の相談９件、教育相談７件 

（ウ） 外国につながる青少年の交流・支援事業 

  場所：南吉田小学校放課後キッズクラブ 

日時：７月 22日・29日、８月５・12・19日 13:30～16:00 

参加者数：延べ 32人 

（エ） 日本語学習支援事業 

内容 実施日 参加者数（計） 

日本語ボランティア入門講座 ８月 20日～９月 10日の水曜日（全４回） 延べ 54人 

日本語ボランティアブラッシ

ュアップ講座 
３月５日・８日（全２回） 延べ 40人 

日本語連絡会 
５月９日、９月 26 日、12 月５日、１月 16

日、２月６日、３月 13日（全６回） 
延べ 54人 

緊急通報体験 10 月５日 延べ 17人 

学習支援教室研修会「県立高

校入試ガイダンス」 
８月 31日 延べ 17人 

保育サービス 毎週日曜日 46件 延べ 107人 

（オ） 多文化ボランティア派遣実績数等 

  派遣件数：260件 

  通訳ボランティア登録状況：25言語 227人 

  主な活動先：学校、行政、横浜市内にある組織、NPO団体等 

（カ） 学校を核にした多文化共生事業 

  対象：外国につながる児童・生徒の多い区内 11校（小学校８校、中学校３校） 

  件数：154件 

  内容：国際読書会、外国文化紹介、外国遊び体験、インドヨガ体験、モンゴル馬頭琴動画視

聴等 

（キ） 多文化共生ボランティア養成講座 

対応曜日・時間 月曜日～日曜日 9:00～17:00 

（毎月第3月曜日、国民の祝日、12月29日から１月３日は閉館） 

対応言語 英語・中国語・タイ語・ベトナム語・日本語 

情報提供・相談件数 1,362件    
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  開催：10月２・３日（全２回）  

内容：外国人ボランティアになるための勉強会 

  言語：日本語・英語・中国語 

（ク） 共生地域づくり事業 

外国人住民が急増している寿東部地区を中心に、日本人住民と外国人住民双方に寄り添い、

相互理解を進め、ともに暮らしやすい多文化共生の地域づくりに取り組みました。 

実績： 

名称 日時 内容 
参加者数

（延べ） 

寿東部地区連合

町内会定例会 

４月 23日、９月 24日、

10月 23日、11月 25日、

２月 24日、３月 23日 

 

 
７人 

寿東部地区モル

ック大会 
５月 11日 

寿東部地区で開催されたモルック

大会に多文化チームとして参加 
12人 

生活ガイダンス

（横浜社会福祉

協会） 

５月 16日、６月 20日、

８月 22日（計３回） 

新入介護職員向け入職説明会（イ

ンドネシア語通訳あり） 

給与について・日本のマナー・ご

み分別・防犯・防災・食中毒・自転

車交通ルール・消防について 

48人 

寿東部地区連合

会総会 
５月 23日  ２人 

外国人パパとマ

マの交流会 

５月 28日、10月１日、

１月 28日（計３回） 

こどもの事故予防について 

幼稚園・保育園の入園方法や相談 

保育園・幼稚園入園前の準備につ

いて 

18人 

生活ガイダンス

（横浜みらい日

本語学院） 

６月 18日 

対象：新入生徒（ネパール語通訳

あり） 

日本のルールやマナー・防災・ご

み分別について 

35人 

寿東部地区懇談

会 
６月 23日  ３人 

生活ガイダンス

（南吉田小学

校） 

６月 25日 

対象：外国にルーツのある生徒と

保護者（中国語、英語、タイ語通

訳） 

学校生活、防災、日本のルールや

マナー 

18人 

多文化体験会 

６月 30日、８月 11日、

９月６・28日（計４回。

浦舟コミュニティハウ

ス共催計２回を含む） 

料理作り体験、国紹介、交流（ベト

ナム、タンザニア、タイ、インド） 
60人 
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生活ガイダンス

（蒔田中学校夜

間学級） 

８月 28日 

蒔田中学校夜間学級生徒向け防災

情報・119番通報体験・起震車体験

など 

30人 

ケアプラザ連絡

会出席 
９月１日 

10 月 13 日実施の生活ガイダンス

の広報 
１人 

消防署救急救命

レクチャー 
９月８・９日 

横浜みらい日本語学院向けの仲介 

たぶんかフリースクール生徒向け

の仲介 

 

ビジターセッシ

ョン 

９月 12・19日、10月 10・

17・24日（計５回） 

横浜国際語学院の授業で生徒の日

本語学習アウトプットのため日本

語ボランティアとのセッションを

開催 

 

日枝神社お神輿

参加者紹介 
９月 14日 

浦舟に住む外国人住民が地域イベ

ントに参加 
２人 

民生委員児童委

員協議会出席 
９月 17日 

10 月 13 日実施の生活ガイダンス

の広報 
１人 

区連会出席 ９月 19日 
10 月 13 日実施の生活ガイダンス

の広報 
１人 

みなみ保育施設

長会議出席 
９月 26日 

10 月 13 日実施の生活ガイダンス

の広報 
１人 

地域清掃繋ぎ 10月 17日 JALAS横浜・横浜みらい日本語学校  

神 JAZZ 多文化

出展ブース対応 
10月 19日 

お三の宮地区イベントに多文化ブ

ースを出展（ベトナム、台湾、韓

国、インドネシア、中国） 

12人 

寿東部地区つな

がり清掃ウォー

ク 

11月 30日 

寿東部地区主催のクリーンイベン

トに住む外国人住民と一緒に参

加・ごみの重さ当てクイズと清掃

ウォーク 

94人 

親子絵灯篭参加

呼びかけ 
１月 23日 みなみ桜まつりで展示  

寿東部地区情報

紙「えん」ラウ

ンジ差込版作成 

１月 29日 
寿東部地区在住外国人住民インタ

ビュー・差込・出稿 
２人 

「世界の文化を

体験しよう」 

南永田団地つな

がり祭 

２月 14日 

南永田団地つながり祭に多文化ブ

ースを出展とステージ披露（ネパ

ールの遊びとダンス・イランの楽

器とダンス） 

２人 
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外国につながる

高校生向け生活

ガイダンス 

２月 26日 

対象：たぶんかフリースクール生

徒（中国語、タイ語通訳あり） 

高校生活や自転車ルール・防災に

ついて 

27人 

（ケ） デジタルプラットフォーム事業 

    南区外国人住民のための生活ガイダンス（10月 13日）／参加：52人 

    南区文化祭「多文化体験」（11月１～３日）／参加：延べ８人 

イ 市民活動・生涯学習支援事業 

（ア） 市民活動団体・ボランティア等への支援 

市民活動・生涯学習支援に関する相談、情報提供 

市民活動・生涯学習相談件数： 1,125 件 

（イ） 地域課題講座（全２回） 

日時：10月 24・31日 

内容：街歩きを通じて南区の歴史や魅力を知り、街への愛着心や仲間を増やす 

講師：横浜みなみガイドボランティアの会 

参加：35人 

（ウ） 南区内の市民利用施設間の交流・連携（全２回） 

日時：６月３日、１月 29日 

内容：顔の見える関係づくり、何かあるときに頼れる緩やかな関係づくり 

講師：未来マップファシリテーター、参画はぐくみ工房 

参加：33施設  

（エ） 街の先生関連事業 

区民のスキルを地域に活かすためのボランティア登録制度「街の先生」の紹介、活動支援、PR 

・登録 13人、街の先生派遣依頼 25件、活動支援２人、「わっ！」フェスタ出店 10人 

（オ) 市民活動団体・街の先生交流会「利用者のつどい」（全２回） 

日時：７月 15日、11月 16日 

内容：南区の魅力再発見、活動紹介・交流 

参加：延べ 57人 

ウ 広報・イベント・ラウンジ祭り 

（ア） ラウンジ情報紙「アクセスみなみ」の発行（６、９、２月） 

内容：講座・イベント開催のお知らせ、市民活動登録団体・街の先生の紹介、告知等 

部数：1,500 部 

配布：180か所（区役所、学校、国際交流ラウンジ、市民活動支援センター、図書館等） 

（イ） 多言語情報紙「みなみの風」の発行（６、９、12、３月） 

内容：行政制度、イベント等の生活情報 

言語（部数）：中国語（700）、英語（700）、やさしい日本語（200） 

配布：145か所（区役所、学校、国際交流ラウンジ、その他市民利用施設） 

（ウ） ウェブサイトによる情報発信 

内容：みなみラウンジが行う相談、情報提供、講座等 

言語：日本語・中国語・英語・タイ語・ベトナム語 
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（エ） SNS による情報発信 

Instagramの運営：ラウンジのイベントや講座の周知・報告 

（オ） レインボーフェスタへの出店 

    日時：９月 20日 

    内容：街の先生「似顔絵」、多文化ボランティア「韓国折り紙・塗り絵体験」 

（カ） みなみラウンジ祭り「『わっ！』フェスタ」の開催 

日時：11月 16日 

場所：みなみ市民活動・多文化共生ラウンジ及び浦舟コミュニティハウス 

参加：約 900 人 

内容：団体活動紹介、世界のステージ（和太鼓・獅子舞、フィリピンダンス、タイダンス、

韓国チャンゴ演奏、中国二胡演奏特別ステージ等）、世界のお茶試飲（８か国）、世界の

料理（５か国６地域）、外国人による日本語スピーチ、体験（相続講座、己書、ロープ

ワーク、民族衣装・振袖体験、マジック、パステルシャインアート、ハンドマッサージ、

マイ食器づくり、フェイスペイント、バックチャーム、ミニリースづくり等） 

（キ） みなみ桜まつりへの出店 

   日時：３月 21・22日 

   内容：街の先生「フェイスペイント」、市民活動団体「ハンドマッサージ」、多文化ボランティ

ア「イラン茶試飲・楽器体験」、日本語教室「インタビュー」 

 

（12） 鶴見国際交流ラウンジ運営事業（横浜市受託事業 決算額：35,183,569円） 

鶴見区より「鶴見国際交流ラウンジ」の運営を受託し、「鶴見区多文化共生のまちづくり宣言」に基づ

き、だれもが安心して豊かに生活できる「多文化共生のまち」をめざして、各種の事業を行いました。 

ア 相談対応 

窓口スタッフを常時２人配置し、多言語による相談対応や情報提供（地域の生活情報、日本語学習関

連情報、国際交流情報等）を行いました。 

対応曜日・時間 
月曜日～土曜日 9:00～21:00 日曜日・祝日 9:00～17:00 

（休館：毎月第３水曜日及び年末年始） 

対応言語 
中国語・ポルトガル語・スペイン語・英語・タイ語・ベトナム語・ネパ

ール語・ヒンディー語 

情報提供・相談件数 1,589件 

イ 情報収集・整理及び情報提供 

多文化共生に関する情報を多言語で提供しました。 

（ア） 窓口や電話での情報提供、ウェブサイト、SNSを通じた情報発信 

言語：やさしい日本語、英語、中国語、ポルトガル語、スペイン語、タイ語、ネパール語、

ベトナム語、ヒンディー語 

内容：ラウンジ事業や区内の多文化共生に関するイベントや生活情報等 

（イ） 区政推進課から提供された情報の英訳及び配信 

配信数：42 本 

配信媒体：ウェブサイト、Facebookページ等 

（ウ） 情報発信拠点でのラックやステッカー等の活用 
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情報発信拠点：57拠点 

ステッカー配布数：約 25枚 

ウ 各種教室の実施 

教室 実施日・日時 内容 参加者数 

暮らしのガイダ

ンス（外国人親

子カンガルーサ

ロン） 

４月～２月の隔月

第１日曜日 

10：00～12：00 

（全６回） 

自己紹介、お弁当、熱中症(鶴見区役所)、

地域行事・情報、年中行事（日本・母国の

年中行事）、小児救急(鶴見消防)、母の健

康、防災(外部講師依頼)、入園・入学 

外国人親子

延べ 32組

74人 

学習支援教室

「あおぞら」 

第１・第３土曜日 

10：00～12：00 

日本語能力が不十分な外国籍・外国につな

がる小学生を対象とした学習支援 

児童 671人 

サポーター

566人 

学習支援教室

「なないろ」 

毎週月曜日 

17:00～18:30 

日本語能力が不十分な外国籍・外国につな

がる中学３年生を対象とした学習支援 

入試対策クラス 

生徒 708人 

サポーター 

656人 

学習支援教室

「 T-Kids サテ

ライト」 

月２回土曜日 

14:00～16:00 

場所：鶴見大学 

日本語能力が不十分な外国籍・外国につな

がる小学生を対象とした学習支援 

児童 159人 

サポーター

152人 

夏休み宿題教室 

８月 18日・19・21・

22日 

10:00～12:00 

日本語能力が不十分な外国籍・外国につな

がる小・中学生を対象とした学習支援クラ

ス 

児童生徒

192人 

サポーター

174人 

エ 地域連携事業の実施 

（ア） 自治会町内会、市民団体等と連携し、課題やニーズを把握して解決策のアドバイス、フォロー 

（イ） 地区センター、地域ケアプラザ、子育てサロン等の施設との連携 

（ウ） 地域イベントへの出展 

（エ） 多文化共生人材の発掘、育成 

オ 地域人材の育成 

（ア） 日本語ボランティア育成講座の運営 

日本語ボランティア入門講座とブラッシュアップ講座を開催しました。 

講座名 日時 対象 参加者数 

多文化共生の地域づ

くりに役立つ日本語

サポーター入門講座

（全９回） 

9月３・10・24日、 

10月１・8・22日、 

11月５・12・26日 

毎回水曜日 

18:30～20:30 

鶴見区内の日本語教室、鶴見

国際交流ラウンジの交流や日

本語学習支援の活動に参加す

る意思のある方 

多文化共生の地域づくりの担

い手になる意思のある方 

公共施設の職員等 

23 人（うち 22

人修了、１人

は途中辞退） 

多文化共生の地域づ

くりに役立つ日本語

サポーター入門講座

12月 14日 

13:00～16：00 

多文化共生の地域づくりに役

立つ「日本語サポーター入門

講座」を修了した方 

24人 
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プラス（追加講座１

回） 

鶴見区内の日本語教室や学習

支援の活動に参加している方 

日本語ボランティア

ブラッシュアップ講

座（全３回） 

第 1回 １月 25日 

第２回 ２月 22日 

第３回 ３月 15日 

毎回日曜日 

13：00～15：00 

鶴見区内で、日本語学習支援

または子どもの学習支援にか

かわる活動をしている方 

鶴見区内の日本語教室や多文

化共生に向けた活動への参加

に興味がある方 

第 1回 16人 

第２回 12人 

第３回 20人 

（イ） 学習支援ボランティア育成講座の開催 

テーマ 日時 講師 参加者数 

外国につながる子どもの教育

と課題とは 

６月14日 

14:00～16:00 

工藤文子氏（T-Kidsプラン

ナー） 
13人 

初期日本語指導のキホンのキ 
６月28日 

14:00～16:00 

高瀬まどか氏（元潮田小国

際教室主任） 
18人 

カ 国際交流（多文化共生促進）事業の実施 

外国人と日本人の交流と相互理解を促進するイベントを開催するとともに、外国人が活躍できる機

会を提供しました。 

（ア） イベントチームによる交流会 

実施件数：６件 

参加者数（延べ）：651人 

場所・実施方法：鶴見国際交流ラウンジ、対面 

主な内容：多文化共生フェスタ「３館合同 2025オープンデー」（９月）、～やさしい日本語

と外国語で TRY！～漫才で楽しく学ぼう防災対策（６月）、世界のお茶～マテ茶、プーアル

茶、茶道を体験しよう～（11月）、つるぎんドット来～い!! ～もうすぐ春～（１月）、韓国

のお正月（２月） 

キ その他 

（ア） 横浜市通訳ボランティア派遣制度、鶴見区語学ボランティア派遣制度の運営 

横浜市通訳ボランティア派遣 316件 

横浜市語学ボランティア派遣 19件 

市民通訳ボランティア登録者 13言語 16人 

語学ボランティア登録者 18言語 21人 

（イ） 地域の在住外国人の防災 

実施件数：２件 

参加者数：延べ 58人 

名称 内容 会場 

～やさしい日本語と外国語

で TRY！～漫才で楽しく学

ぼう防災対策 

お笑いを通じた防災に役立つ内容の解説 
鶴見国際交流ラ

ウンジ 
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５月14日 通報、避難訓練。国際会議に向けた関係機関連携テロ対策合同訓練見学 

６月20日及び９月８日 IUC避難訓練（プログラム別入学者向け） 

２月20日 パシフィコ横浜ノースへの避難訓練（災害時関係機関や近隣住民との協力体制） 

（2） 市内国際機関・団体の活動支援 

各機関・団体と定期的にコミュニケーションをとりながら情報共有することで相互協力のきっか

けづくりや施設利用対応等、円滑な活動に向け支援しました。 

「国際機関連絡会」実施（年４回） 

日程 参加者 主な議題等 

５月14日 15人 
TICAD9準備、大阪万博参画、子どもアドベンチャー参加・協力、

施設内大規模空調修繕等 

７月９日 12人 
TICAD9開催協力、学生卒業・入学、海外視察受入、大阪万博参

加報告、施設内照明器具修繕計画等 

10月８日 12人 

TICAD9報告、海外学校とのSDGs交流、アジアスマートシティ会

議紹介、国際機関実務体験プログラム、キャリアガイダンス、

施設内カーペット張替え作業等 

１月14日 ９人 

キャリアセミナー、ユースクラブ食糧調達理解ワークショッ

プ、グリーンEXPO連携イベント、オンライン日本語教室、施設

内大規模空調設備更新工事等 

（3） 国際機関・団体の各種催事等への参加支援 

施設や入居国際機関・団体の活動情報などを広報しました。 

（4） 国際協力センター視察・見学受け入れ 

入居国際機関・団体の受け入れ準備や活動当日の施設利用対応等で支援しました。 

 

２ 横浜市国際学生会館運営事業（指定管理業務、一部横浜市受託事業 決算額：105,221,695円） 

横浜市国際学生会館は、設置条例に基づき、外国の留学生、研究者等に宿泊施設を提供するとともに、

市民の国際理解の増進に寄与することを目的に国際交流等に関する事業を行いました。（指定管理期間：

2023年４月から５年間） 

（1） 宿泊施設の提供 合計 115室（定員 135人） 

居室種類 室数 定員 占有率%（年間平均） 

単身室 95 95 

86.1% 家族室 10 20 

研究者室 ５ 10 

臨時宿泊室 ５ 10 61.1%：1,115泊 

（2） 国際理解・国際交流事業 

ア 国際理解事業 

（ア） 児童生徒国際理解事業（出前授業、グローバル人材の育成） 

実施日・期間 テーマ・内容 参加者数（人） 

５月～２月 
留学生による出前授業（スクールビ

ジットクラス） 

受講児童生徒数 1,076 

（派遣延べ 14校 42クラス 

※小学校９校、中学校５校） 

授業担当留学生 延べ 32 

４月～２月 English Lounge in鶴見大学附属中 留学生 ２ 
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学校・高等学校（全25回） 

８月７日～８日 
子どもアドベンチャーカレッジ

2025 
受講児童 152 

３月 19 日 
横浜サイエンスフロンティア高校

ポスター発表会への協力 
留学生 30 

３月 19 日 
横浜サイエンスフロンティア高校

YSF-SDGs講義 
留学生 １ 

（イ） 市民文化交流事業（国際理解講座、交流会、ホームビジット） 

実施日・期間 テーマ・内容 
受講者数（人）・

留学生（人） 

４月～３月 民族衣装貸し出し 41件 

６月 14 日 【共催】潮田地区センター／ベラルーシの留学生

に学ぶ～文化と歴史～ 

18・１ 

６月 21 日 留学生による文化講座「ウズベキスタン」 44・15 

７月～９月 ホームビジット（全３件） 13・５ 

７月19日 留学生との交流会（英語） 54・16 

８月 個人オンライン英語サロン（全２回） ２・２ 

10月29日 【共催】寺尾地区センター／留学生に学ぶネパー

ルの伝統的な文化 

25・１ 

12月 20日 留学生による文化講座「南アフリカ」 31・７ 

１月24日 留学生との交流会（日本語） 26・12 

１月31日 留学生との交流会（英語） 37・11 

２月～３月 ホームビジット（春期）（全２件） 23・７ 

２月 14 日 【共催】潮田地区センター／ネパールの留学生に

学ぶ簡単なスパイスカレー 

13・２ 

※ホームビジットボランティア登録者数 10人 

イ 地域貢献事業 

（ア） 災害対策 

実施日 テーマ・内容 参加者数（人） 

４月19日 潮田交流プラザ合同消防訓練 78 

６月18日 安否確認メールの送受信訓練１回目 88 

11月16日 潮田西部地区防災訓練（汐入小学校） ３ 

12月13日 ３施設合同避難訓練 104 

１月14日 安否確認メールの送受信訓練２回目 98 

２月15日 地域防災拠点開設訓練（汐入小学校） ８ 

３月31日現在 
LINE公式アカウント[YISH emergency 2025]登

録者数 
34 

（イ） 地域イベント等への参画/参加 

実施日 テーマ・内容 参加者数（人） 

５月～３月 
TIF（戸塚インターナショナルフォーラム）ゲス

トスピーカー参加（全７回） 
９ 

５月～11月 
イムス看護専門学校ゲストスピーカー参加（全

５回） 
５ 

５月31日 LEEDゲストスピーカー １ 

６月～７月 鎌倉YMCAゲストスピーカー（全２回） ２ 

６月７・8日 潮田神社祭礼 44 

６月27日 潮田交流プラザ秋まつり実行委員会１ 11 

７月12日 地域交流会 54 
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７月27日 西部地区合同納涼祭 36 

８月22日 潮田交流プラザ秋まつり実行委員会２ 12 

９月21日 秋まつり 98 

10月12日 多文化フェスタ（場所：三ツ池公園） 26 

10月12日 西部地区スポーツの集い 15 

11月２日 西部地区支え愛パーティー 11 

11月27日 潮田交流プラザ秋まつり実行委員会３ 11 

12月13日 クリスマスランタンフェスタ2025 ４ 

12月７日 中通りもちつき １ 

12月14日 本町通り四丁目もちつき 17 

ウ 留学生支援事業 

（ア） 留学生への日本語支援 

ボランティア登録者：58名  

日本語マッチング件数：13件 

マッチング成立率：100％ 

講座・交流会参加者：68名（市民及び留学生） 

実施日 テーマ・内容 参加者数（人） 

５月～２月 留学生とボランティアを随時マッチング 26 

６月 28 日 ボランティア情報交換会  23 

11月８日 ボランティア企画①「おにぎりを作ろう」 28 

２月 28 日 ボランティア企画②「ひな祭り」  19 

（イ） 就職・生活支援相談 

実施日 テーマ・内容 参加者数（人） 

４月～３月 
留学生のための就職個別相談(対面及びオン

ライン) 

16回 

４月23日～ 入居者への支援物資の配給 ２回 

10月19日 就職体験談を聞く会＆OB・OG会 39 

※その他日常生活の相談：随時 

（ウ） 留学生会・OBOG会支援 

 実施日・期間 テーマ・内容 

参加者

数

（人） 

事務室と留学生

会との共催事業 

４月 12日 歓迎会 80 

４月～３月 
レジデントアシスタントミーティン

グ（12回） 
89 

６月 27日～７月８

日 
七夕短冊飾り 53 

９月 21日 秋祭りお疲れ様会＆歓迎会 44 

２月８日 送別会 27 

２月 26日 
現新レジデントアシスタント顔合わ

せ会  
６ 

留学生主体事業 

４月 19日 映画を見る会 18 

５月 17日 たこ焼きパーティー 41 

５月 26日 中華料理 34 

６月１日 イタリアパーティー 17 

６月 21日 銭湯へ行こう 11 

６月 24日 クレープパーティー 12 

６月 28日 江の島ツアー 15 
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８月１日 韓国料理イベント 16 

８月２日 お別れ会 37 

８月 15日 キューバ料理パーティー 35 

８月 23日 運動会 27 

８月 24日 インドネシアディナーパーティー 20 

９月 19日 映画をみる会 16 

９月 21日 秋祭りお疲れ様会＆歓迎会 46 

10月 19日 たこ焼き&お好み焼き 40 

11月 15日 フィンランド料理イベント 55 

12月 31日 年越しカウントダウン 22 

１月 11日 バングラデシュディナーパーティー 25 

３月７日 餃子パーティー 18 

 

エ 行政施策への協力 

実施日 テーマ・内容 
参加者/

協力者数

（人） 

４月～11月 あーすフェスタへのスタッフボランティア参加（月1回） 47 

５月24日 
ほどがや国際交流ラウンジ 

コートジボワール家庭料理イベントへのゲスト参加 
２ 

６月３日 エチオピア大使来館 交流会 17 

６月29日 サッカー試合会場グランド集会・ブース ５ 

７月７日 KANAFANまつりブース出展 17 

７月23・26日 仁川サッカー国際交流事業 ２ 

７月23日 大阪万博エチオピアパビリオン訪問 31 

８月７日 教えて！アフリカ先生！講座 14 

９月６・７日 サイエンスフロンティア高校国際教室 10 

９月 アフリカデザイン募集 27 

９月 多文化共生フィールドワーク 受入授業 12 

11月26日 アジアスマートシティ会議・企業連携 ８ 

12月18日 横浜スタイル 京三製作所見学他 41 

１月27日 横浜スタイル アグリ王見学他 17 

２月25日 よこよこネットワーク会議 15 

３月８日 横浜ピースサークル 出演・通訳 13 

３月８日 鶴見区多文化共生ネットワーク意見交換会 ２ 

オ 広報事業 

 実施日・期間 テーマ・内容 発行部数 

独自媒体を

使った広報 

６月１日 「2024年度事業報告書」発行 250部 

６月１日・９月１日・

12月１日・３月１日 

「よこはま地球村 124 号、125 号、126

号、127号」発行 

各 2,000

部 

随時更新 学生会館 HP  

随時更新 学生会館 SNS（Facebook、Instagram、X）  

随時投稿 YOKE Facebook  

随時投稿 YOKEメール  

12月１日 「2026年度入居者募集案内」配布 300部 

外部媒体を

使った広報  

４月号、５月号、10

月号、11月号 

『広報よこはま鶴見区版』への情報掲載  

６月 21 日、６月 28 『You テレビ』と『タウンニュース』の  
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日、９月 21日 取材と情報掲載 

１月 『向学新聞１月号』への情報掲載  
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科　　　　　目 当年度 前年度 増　減

　　　　　退職給付引当金 26,049,200 40,338,900 △ 14,289,700

　　　  固定負債合計 26,049,200 40,338,900 △ 14,289,700

        負債合計 95,093,262 115,942,524 △ 20,849,262

Ⅲ  正味財産の部

 １． 指定正味財産

　　　　　地方公共団体出捐金 140,040,000 142,350,000 △ 2,310,000

　　　　　地方公共団体補助金 54,719,905 88,025,100 △ 33,305,195

　　　　　寄付金 161,623,355 156,969,909 4,653,446

　　　  指定正味財産合計 356,383,260 387,345,009 △ 30,961,749

　　　　（うち基本財産への充当額） (287,009,909) (289,319,909) (△2,310,000)

　　　　（うち特定資産への充当額） (69,373,351) (88,025,100) (△18,651,749)

 ２． 一般正味財産 308,722,385 287,167,240 21,555,145

　　　　（うち基本財産への充当額） (170,274,063) (173,974,063) (△3,700,000)

　　　　（うち特定資産への充当額） (1) (35,645) (△35,644)

　　　　正味財産合計 665,105,645 674,512,249 △ 9,406,604

        負債及び正味財産合計 760,198,907 790,454,773 △ 30,255,866
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当年度 前年度 増　減　科　　　　　目

97,398,671 98,749,302 △ 1,350,631

10,610,179 13,907,017 △ 3,296,838

54,840 305,175 △ 250,335

965,498 941,190 24,308

2,564,385 3,352,270 △ 787,885

6,024,541 6,548,315 △ 523,774

785,430 920,930 △ 135,500

1,705,528 1,390,849 314,679

4,966,244 6,640,009 △ 1,673,765

5,976,266 23,884,541 △ 17,908,275

1,428,505 1,562,608 △ 134,103

69,179 153,417 △ 84,238

21,846,510 23,010,932 △ 1,164,422

4,354,222 5,318,660 △ 964,438

0 105,752,217 △ 105,752,217

581,766 603,670 △ 21,904

22,362,395 22,702,889 △ 340,494

22,460,830 19,671,957 2,788,873

256,088 259,992 △ 3,904

0 283,190 △ 283,190

38,805,174 44,901,135 △ 6,095,961

0 72,335,170 △ 72,335,170

1,384,180 1,462,575 △ 78,395

1,673,928 1,615,874 58,054

　② 管理費 (51,721,452) (64,159,529) (△12,438,077)

7,931,537 7,922,356 9,181

26,231,009 26,642,035 △ 411,026

807,800 1,255,400 △ 447,600

2,467,660 2,497,835 △ 30,175

5,862,830 6,138,086 △ 275,256

381,358 439,585 △ 58,227

2,699,578 1,046,420 1,653,158

0 358,648 △ 358,648

21,327 22,567 △ 1,240

224,752 186,192 38,560

420,768 287,497 133,271

217,294 177,336 39,958

176,960 81,609 95,351

73,963 155,438 △ 81,475

302,194 315,855 △ 13,661

29,824 5,562 24,262

66,528 47,504 19,024

臨時雇賃金

諸謝金

支払負担金

修繕費

会議費

IT関連費

印刷製本費

広告宣伝費

通信運搬費

通信運搬費

消耗品費

消耗什器備品費

人材派遣委託費

旅費交通費

減価償却費

役員報酬

給料手当

保険料

支払助成金

雑費

修繕費

印刷製本費

IT関連費

賃借料

旅費交通費

消耗什器備品費

消耗品費

減価償却費

賞与引当金繰入額

人材派遣委託費

受託財産購入費

支払寄付金

光熱水料費

賃借料

臨時雇賃金

福利厚生費

法定福利費

委託費

租税公課

共益費

退職給付費用
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当年度 前年度 増　減　科　　　　　目

0 12,770,744 △ 12,770,744

107,039 106,550 489

2,610,850 2,597,100 13,750

116,692 128,205 △ 11,513

258,000 293,000 △ 35,000

536,877 504,240 32,637

176,612 179,765 △ 3,153

経常費用計 425,991,601 658,969,725 △ 232,978,124

△ 3,700,000 △ 4,590,000 890,000

△ 3,700,000 △ 4,590,000 890,000

当期経常増減額 21,555,145 1,794,112 19,761,033

２．経常外増減の部

（１）経常外収益

経常外収益計 0 0 0

（２）経常外費用

経常外費用計 0 0 0

当期経常外増減額 0 0 0

当期一般正味財産増減額 21,555,145 1,794,112 19,761,033

一般正味財産期首残高 287,167,240 285,373,128 1,794,112

一般正味財産期末残高 308,722,385 287,167,240 21,555,145

Ⅱ指定正味財産増減の部

① 受取寄付金 (5,000,000) (10,524,493) (△5,524,493)

受取ﾖｰｸｻﾎﾟｰﾀｰ 5,000,000 10,524,493 △ 5,524,493

② 基本財産評価損 (△2,310,000) (△3,350,000) (1,040,000)

基本財産評価損 △ 2,310,000 △ 3,350,000 1,040,000

③ 一般正味財産への振替額 (△33,651,749) (△68,059,321) (34,407,572)

一般正味財産への振替額 △ 33,651,749 △ 68,059,321 34,407,572

当期指定正味財産増減額 △ 30,961,749 △ 60,884,828 29,923,079

指定正味財産期首残高 387,345,009 448,229,837 △ 60,884,828

指定正味財産期末残高 356,383,260 387,345,009 △ 30,961,749

Ⅲ正味財産期末残高 665,105,645 674,512,249 △ 9,406,604

評価損益等計

評価損益等調整前

基本財産評価損益等

共益費

租税公課

諸謝金

18,871,0336,384,11225,255,145

雑費

保険料

委託費

当期経常増減額

支払負担金
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合　　計内部取引消去法人会計公益目的事業会計　科　　　　　目

（２）経常費用

　① 事業費 (374,270,149) (0) (0) (374,270,149)

94,600,914 94,600,914

3,175,200 3,175,200

8,233,220 8,233,220

21,901,548 21,901,548

84,908 84,908

97,398,671 97,398,671

10,610,179 10,610,179

54,840 54,840

965,498 965,498

2,564,385 2,564,385

6,024,541 6,024,541

785,430 785,430

1,705,528 1,705,528

4,966,244 4,966,244

5,976,266 5,976,266

1,428,505 1,428,505

69,179 69,179

21,846,510 21,846,510

4,354,222 4,354,222

581,766 581,766

22,362,395 22,362,395

22,460,830 22,460,830

256,088 256,088

38,805,174 38,805,174

1,384,180 1,384,180

1,673,928 1,673,928

　② 管理費 (51,721,452) (0) (51,721,452)

7,931,537 7,931,537

26,231,009 26,231,009

807,800 807,800

2,467,660 2,467,660

5,862,830 5,862,830

381,358 381,358

2,699,578 2,699,578

21,327 21,327

224,752 224,752

420,768 420,768

217,294 217,294

176,960 176,960

73,963 73,963

302,194 302,194

29,824 29,824

66,528 66,528

107,039 107,039

2,610,850 2,610,850

116,692 116,692

258,000 258,000

536,877 536,877

176,612 176,612

経常費用計 374,270,149 51,721,452 0 425,991,601

旅費交通費

通信運搬費

印刷製本費

賞与引当金繰入額

修繕費

印刷製本費

減価償却費

賞与引当金繰入額

法定福利費

給料手当

給料手当

退職給付費用

雑費

IT関連費

賃借料

租税公課

福利厚生費

退職給付費用

臨時雇賃金

消耗品費

諸謝金

支払負担金

委託費

雑費

消耗品費

保険料

租税公課

諸謝金

広告宣伝費

役員報酬

光熱水料費

支払負担金

修繕費

保険料

受託財産購入費

減価償却費

消耗什器備品費

賃借料

委託費

法定福利費

福利厚生費

消耗什器備品費

人材派遣委託費

会議費

臨時雇賃金

通信運搬費

旅費交通費

IT関連費
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合　　計内部取引消去法人会計公益目的事業会計　科　　　　　目

0 △ 3,700,000 0 △ 3,700,000

0 △ 3,700,000 0 △ 3,700,000

当期経常増減額 24,595,033 △ 3,039,888 0 21,555,145

２．経常外増減の部

（１）経常外収益

経常外収益計 0 0 0 0

（２）経常外費用

経常外費用計 0 0 0 0

当期経常外増減額 0 0 0 0

当期一般正味財産増減額 24,595,033 △ 3,039,888 0 21,555,145

一般正味財産期首残高 287,167,240

一般正味財産期末残高 308,722,385

Ⅱ指定正味財産増減の部

① 受取寄付金 (5,000,000) (0) (0) (5,000,000)

受取ﾖｰｸｻﾎﾟｰﾀｰ 5,000,000 5,000,000

② 基本財産評価損 (△2,310,000) (0) (0) (△2,310,000)

基本財産評価損 △ 2,310,000 △ 2,310,000

③ 一般正味財産への振替額 (△33,622,137) (△29,612) (0) (△33,651,749)

一般正味財産への振替額 △ 33,622,137 △ 29,612 △ 33,651,749

当期指定正味財産増減額 △ 30,932,137 △ 29,612 0 △ 30,961,749

指定正味財産期首残高 387,345,009

指定正味財産期末残高 356,383,260

Ⅲ正味財産期末残高 665,105,645

25,255,1450660,11224,595,033

評価損益等計

評価損益等調整前

基本財産評価損益等

当期経常増減額
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3. 基本財産及び特定資産の財源等の内訳

基本財産及び特定資産の財源等の内訳は、次のとおりである。

(単位：円)

4. 固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高

固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は、次のとおりである。

(単位：円)

5. 補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高

補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高は、次のとおりである。

(単位：円)

－

合　　　　計 88,025,100 50,671,000 83,976,195 54,719,905

0

－

横浜市国際交流協会補助
金

横浜貿易協
会

0 54,000 54,000 0

　　当期補助金

－

横浜市国際交流協会補助
金

横浜商工会
議所

0 100,000 100,000 0

　　前期繰越 115,003 57,499

－0 0

　　当期補助金
　　(一般会計分）

57,504 指定正味財産

横浜市国際交流協会(国際
協力ｾﾝﾀｰ分)補助金

横浜市

0 50,517,000 50,517,000 0

指定正味財産

指定正味財産

　　前期繰越 87,910,097 33,247,696 54,662,401

【補助金】

横浜市国際交流協会補助金 横浜市

貸借対照表上
の記載区分

補助金等の名称 交付者 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

合　　　　　計 37,985,236 31,079,929 6,905,307

　 什器備品（協力ｾﾝﾀー用） 650,120 592,619 57,501

  （什器備品計） (8,820,800) (8,018,589) (802,211)

  （建物附属設備計） (29,164,436) (23,061,340) (6,103,096)

　 什器備品（共用） 8,170,680 7,425,970 744,710

建物附属設備（共用） 15,232,299 9,129,206 6,103,093

建物附属設備（協力ｾﾝﾀー用） 13,932,137 13,932,134 3

合　　　計 552,706,524 (356,383,260) (170,274,064) (26,049,200)

科　　　　目 取得価額 減価償却累計額 当期末残高

横浜市補助対象事業対応特定資産 52,414,443 (52,414,443) (0) (0)

小　　　計 95,422,552 (69,373,351) (1) (26,049,200)

電話加入権（共用） 1,716,240 (1,716,240) (0) (0)

退職給付引当資産 26,049,200 (0) (0) (26,049,200)

什器備品（協力ｾﾝﾀー用） 57,501 (57,501) (0) (0)

  （什器備品計） (122,183) (122,182) (1) (0)

  （建物附属設備計） (467,040) (467,040) (0) (0)

什器備品（共用） 64,682 (64,681) (1) (0)

建物附属設備（共用） 467,037 (467,037) (0) (0)

建物附属設備（協力ｾﾝﾀー用） 3 (3) (0) (0)

小　　　計 457,283,972 (287,009,909) (170,274,063) (0)

特定資産

投資有価証券 380,340,000 (240,040,000) (140,300,000) (0)

定期預金 76,943,972 (46,969,909) (29,974,063) (0)

科　　　目 当期末残高
（うち指定正味財産
からの充当額）

（うち一般正味財産か
らの充当額）

（うち負債に対応
する額）

基本財産

子ども・若者基金 14,653,446 (14,653,446) (0) (0)
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6. 指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳

指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳は、次のとおりである。

(単位：円)

7. 重要な後発事象

重要な後発事象は発生していない。

8. 退職給付会計

(1) 採用している退職給付制度の概要

確定給付型の制度としての退職一時金制度を設けている。

(2) 退職給付債務・・・ 円

(3) 勤務費用・・・・・ 円

(4) 退職給付債務等の計算の基礎に関する事項

退職給付債務の計算に当たっては、退職一時金制度に基づく期末自己都合要支給額を

基礎として計算している。

-14,289,700

退職金支払いに伴う振替額 0

合　　　　計 33,669,749

26,049,200

減価償却費計上による振替額 150,664

　　　　子ども・若者基金 364,554

経常外収益への振替額 0

特定資産取崩による振替額

　　　　横浜市補助対象事業対応特定資産

33,519,085

33,154,531

内　　　　容 金　　　額

経常収益への振替額
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(単位：円）
場所・物量等 使用目的等 金額貸借対照表科目

 特定資産 建物附属設備 事務所レイアウト変更工事等(共
用)

公益目的保有財産であり、公益目的事
業に使用している。

375,164

　　　　　　　　〃 管理運営用財産であり、管理運営に使
用している。

91,876

＜建物附属設備計＞ 467,040
什器備品 書棚、大型スクリーン等(共用) 公益目的保有財産であり、公益目的事

業に使用している。
109,459

　　　　　　　　〃 管理運営用財産であり、管理運営に使
用している。

12,724

＜什器備品計＞ 122,183
電話加入権 電話回線(共用) 公益目的保有財産であり、公益目的事

業に使用している。
1,378,619

　　　　〃 管理運営用財産であり、管理運営に使
用している。

337,621

＜電話加入権計＞ 1,716,240
退職給付引当資
産

定期預金
　三菱UFJ銀行横浜支店

職員に対する退職金の支払に備えた
預金

20,168,460

定期預金
　三菱UFJ銀行横浜支店

　同　　上 5,880,740

＜退職給付引当資産計＞ 26,049,200

横浜市補助対象
事業対応特定資
産

通知預金
  三菱UFJ銀行横浜支店

交付者の定めた使途に充てるために保
有している資金であり、運用益及び原
資を公益目的事業共用の財源としてい
る。

5,672,895

通知預金
　三菱UFJ銀行横浜支店

　同　　上 9,450,516

通知預金
　三菱UFJ銀行横浜支店

　同　　上 28,381,000

通知預金
　三菱UFJ銀行横浜支店

　同　　上 4,547,436

通知預金
　三菱UFJ銀行横浜支店

　同　　上 3,814,127

通知預金
　三菱UFJ銀行横浜支店

　同　　上 548,469

<横浜市補助対象事業対応特定資産計> 52,414,443
子ども・若者基金 通知預金

  三菱UFJ銀行横浜支店
交付者の定めた使途に充てるために保
有している資金であり、運用益及び原
資を公益目的事業共用の財源としてい
る。

14,392,000

通知預金
  三菱UFJ銀行横浜支店

　同　　上 261,446

＜子ども・若者支援基金計＞ 14,653,446
95,422,552特定資産合計
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(単位：円）
場所・物量等 使用目的等 金額貸借対照表科目

 その他固
定資産

建物附属設備 スチールパーテーション工事等 公益目的保有財産であり、公益目的事
業に使用している。

4,527,324

〃 管理運営用財産であり、管理運営に使
用している。

1,108,732

＜建物附属設備計＞ 5,636,056
什器備品 テレビ等 公益目的保有財産であり、公益目的事

業に使用している。
546,252

〃 管理運営用財産であり、管理運営に使
用している。

133,776

＜什器備品計＞ 680,028
保証金 駐車場使用保証金 公益目的保有財産であり、公益目的事

業に使用している。
156,500

＜保証金計＞ 156,500
基本財産運用収
入調整資産

定期預金
　三菱UFJ銀行横浜支店

管理運営用財産であり、基本財産運用
収入の補てん財源として管理運営費、
公益目的事業費に使用している。

27,697,436

＜基本財産運用収入調整資産計＞ 27,697,436
経営安定積立資
産

定期預金
　横浜信用金庫潮田支店

管理運営用財産であり、学生会館指定
管理料の補てん財源として会館運営費
に使用している。

2,500,000

定期預金
　横浜信用金庫潮田支店

同上 5,420,000

定期預金
　横浜信用金庫潮田支店

同上 1,500,000

＜経営安定積立資産計＞ 9,420,000
43,590,020

596,296,544

760,198,907
(流動負債)

未払金 横浜中税務署 25年度確定消費税 7,750,900
神奈川清和㈱ 3月分設備管理・時間外業務他委託料 1,741,931
横浜中年金事務所 3月分社会保険料事業主負担分 1,436,873
その他88件 公益目的事業及び管理目的業務 33,625,800

＜未払金計＞ 44,555,504
前受金 語学講座参加者 25年度語学講座参加費 3,543,650

その他3件 公益目的事業 135,000
＜前受金計＞ 3,678,650

預り金 役職員、事業協力者 所得税(39件)(一般会計) 647,826
役職員 住民税(5件)(一般会計) 593,800
学生会館居室料 25年度分 7,613,000
その他5件 公益目的事業及び管理目的業務ほか 1,254,402

＜預り金計＞ 10,109,028
賞与引当金 役職員 役職員に対する賞与支給見込みのうち

当期に帰属する金額
10,700,880

＜賞与引当金計＞ 10,700,880

69,044,062
(固定負債)

退職給付引当金 職員 職員の退職給付引当金 26,049,200

＜退職給付引当金計＞ 26,049,200

26,049,200

95,093,262

665,105,645       正味財産合計

その他固定資産合計

固定資産合計

       資産合計

流動負債合計

固定負債合計

       負債合計
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科　　　　　目 一般会計
国際協力ｾﾝﾀｰ

特別会計
国際学生会館

特別会計
内部取引
消去

合　　計

　２．固定負債

　　　　退職給付引当金 26,049,200 26,049,200

　　　 固定負債合計 26,049,200 0 0 0 26,049,200

        負債合計 79,795,937 4,033,401 20,035,113 △ 8,771,189 95,093,262

Ⅲ  正味財産の部

 １． 指定正味財産

　　　　地方公共団体出捐金 140,040,000 140,040,000

　　　　地方公共団体補助金 54,662,401 57,504 54,719,905

　　　　寄付金 161,623,355 161,623,355

　　　  指定正味財産合計 356,325,756 57,504 0 0 356,383,260

　　（うち基本財産への充当額） (287,009,909) (287,009,909)

　　（うち特定資産への充当額） (69,315,847) (57,504) (69,373,351)

 ２． 一般正味財産 266,615,102 637,691 41,469,592 0 308,722,385

　　（うち基本財産への充当額） (170,274,063) (170,274,063)

　　（うち特定資産への充当額） (1) (1)

　　　　正味財産合計 622,940,858 695,195 41,469,592 0 665,105,645

     負債及び正味財産合計 702,736,795 4,728,596 61,504,705 △ 8,771,189 760,198,907
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一般会計
国際協力ｾﾝﾀｰ

特別会計
国際学生会館

特別会計
内部取引

消去
合計科　　　　　目

△ 3,700,000 0 0 0 △ 3,700,000

△ 3,700,000 0 0 0 △ 3,700,000

当期経常増減額 9,827,236 632,628 11,095,281 0 21,555,145

２．経常外増減の部

（１）経常外収益

経常外収益計 0 0 0 0 0

（２）経常外費用

経常外費用計 0 0 0 0 0

当期経常外増減額 0 0 0 0 0

当期一般正味財産増減額 9,827,236 632,628 11,095,281 0 21,555,145

一般正味財産期首残高 256,787,866 5,063 30,374,311 0 287,167,240

一般正味財産期末残高 266,615,102 637,691 41,469,592 0 308,722,385

Ⅱ指定正味財産増減の部

　① 受取寄付金 (5,000,000) (0) (0) (0) (5,000,000)

受取ﾖｰｸｻﾎﾟｰﾀｰ 5,000,000 5,000,000

　② 基本財産評価損益 (△2,310,000) (0) (0) (0) (△2,310,000)

基本財産評価損益 △ 2,310,000 △ 2,310,000

　③ 一般正味財産への振替額 (△33,594,250) (△57,499) (0) (0) (△33,651,749)

一般正味財産への振替額 △ 33,594,250 △ 57,499 △ 33,651,749

当期指定正味財産増減額 △ 30,904,250 △ 57,499 0 0 △ 30,961,749

指定正味財産期首残高 387,230,006 115,003 0 0 387,345,009

指定正味財産期末残高 356,325,756 57,504 0 0 356,383,260

Ⅲ正味財産期末残高 622,940,858 695,195 41,469,592 0 665,105,645

25,255,145011,095,281632,62813,527,236

評価損益等計

評価損益等調整前

基本財産評価損益等

当期計上増減額
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科　　　　　目 当年度 前年度 増　減

　２．固定負債

　　　　　退職給付引当金 26,049,200 40,338,900 △ 14,289,700

　　　  固定負債合計 26,049,200 40,338,900 △ 14,289,700

        負債合計 79,795,937 74,721,224 5,074,713

Ⅲ  正味財産の部

 １． 指定正味財産

　　　　　地方公共団体出捐金 140,040,000 142,350,000 △ 2,310,000

　　　　　地方公共団体補助金 54,662,401 87,910,097 △ 33,247,696

　　　　　寄付金 161,623,355 156,969,909 4,653,446

　　　  指定正味財産合計 356,325,756 387,230,006 △ 30,904,250

　　　　（うち基本財産への充当額） (287,009,909) (289,319,909) (△2,310,000)

　　　　（うち特定資産への充当額） (69,315,847) (87,910,097) (△18,594,250)

 ２． 一般正味財産 266,615,102 256,787,866 9,827,236

　　　　（うち基本財産への充当額） (170,274,063) (173,974,063) △ 3,700,000
　　　　（うち特定資産への充当額） (1) (35,645) △ 35,644

　　　　正味財産合計 622,940,858 644,017,872 △ 21,077,014

        負債及び正味財産合計 702,736,795 718,739,096 △ 16,002,301
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当年度 前年度 増　減科　　　　　目

なか国際交流ラウンジ運営事業費 21,469,873 26,873,897 △ 5,404,024

34,839,839 36,606,179 △ 1,766,340

鶴見国際交流ラウンジ運営事業費 35,343,663 37,905,297 △ 2,561,634

共通経費 16,654,743 15,087,021 1,567,722

　 ①-2 (15,611,136) (21,185,180) (△5,574,044)

地球市民プログラム事業費 14,704,216 20,288,382 △ 5,584,166

共通経費 906,920 896,798 10,122

　② 管理費 (51,721,452) (64,159,529) (△12,438,077)

人件費 43,300,836 44,455,712 △ 1,154,876

事務局運営費 8,420,616 19,703,817 △ 11,283,201

経常費用計 314,431,504 348,692,582 △ 34,261,078

評価損益等調整前当期経常増減額 13,527,236 7,399,337 6,127,899

基本財産評価損益等 △ 3,700,000 △ 4,590,000 890,000

評価損益等計 △ 3,700,000 △ 4,590,000 890,000

当期経常増減額 9,827,236 2,809,337 7,017,899

２．経常外増減の部

（１）経常外収益

経常外収益計 0 0 0

（２）経常外費用

経常外費用計 0 0 0

当期経常外増減額 0 0 0

当期一般正味財産増減額 9,827,236 2,809,337 7,017,899

一般正味財産期首残高 256,787,866 253,978,529 2,809,337

一般正味財産期末残高 266,615,102 256,787,866 9,827,236

Ⅱ指定正味財産増減の部

① 受取寄付金 (5,000,000) (10,524,493) (△5,524,493)

受取ﾖｰｸｻﾎﾟｰﾀｰ 5,000,000 10,524,493 △ 5,524,493

② 基本財産評価損 (△2,310,000) (△3,350,000) (1,040,000)

基本財産評価損 △ 2,310,000 △ 3,350,000 1,040,000

③ 一般正味財産への振替額 (△33,594,250) (△67,972,909) (34,378,659)

一般正味財産への振替額 △ 33,594,250 △ 67,972,909 34,378,659

当期指定正味財産増減額 △ 30,904,250 △ 60,798,416 29,894,166

指定正味財産期首残高 387,230,006 448,028,422 △ 60,798,416

指定正味財産期末残高 356,325,756 387,230,006 △ 30,904,250

Ⅲ正味財産期末残高 622,940,858 644,017,872 △ 21,077,014

みなみ市民活動・多文化共生ﾗｳﾝｼﾞ運
営事業費

グローバル人材育成を支援する事業
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